
JP 6283452 B2 2018.2.21

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シリンダボディと、芯管と、第１のピストンと、第２のピストンと、第１のスプリング
と、第２のスプリングと、エンドキャップとが含まれる油圧アンチロックブレーキホイー
ルシリンダであって、
　前記シリンダボディに第１の穴が設けられ、かつ、前記シリンダボディ上に第１のオイ
ルチャンバーポートと、第２のオイルチャンバーポートと、オイルドレンポートとが設け
られ、前記エンドキャップが前記第１の穴の開口端に設けられ、
　前記第１のピストンが前記第１の穴の中に設けられ、かつ、前記第１のピストンと前記
エンドキャップの間に前記第１のスプリングが設けられ、前記第１のピストンの底部と前
記第１の穴の底部の間に第１のオイルチャンバーが形成され、前記第１のオイルチャンバ
ーポートの一端が前記第１のオイルチャンバーに連通して、他端がフットブレーキ弁に連
結され、第１のオイルチャンバーポートから第１のオイルチャンバーに流れ込む油量が前
記フットブレーキ弁によって制御され、
　前記第１のピストンに第２の穴が設けられ、前記第２のピストンが前記第２の穴の中に
位置し、かつ、前記第２のピストンと前記第２の穴の頂部の間に第２のオイルチャンバー
が形成され、前記第２のピストンの底部と前記第２の穴の底部の間にさらに前記第２のス
プリングが設けられ、
　前記芯管の一端がハンドブレーキ弁に連結されて、他端が前記第２のオイルチャンバー
ポートを通って第２のオイルチャンバーに連通して、芯管から第２のオイルチャンバーに
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流れ込む油量が前記ハンドブレーキ弁によって制御され、
　前記第１のオイルチャンバーの圧力が増大して前記第１のピストンを外へ設定位置まで
運動するよう押すときに、前記オイルドレンポートと前記第１のオイルチャンバーが連通
する
　ことを特徴とする油圧アンチロックブレーキホイールシリンダ。
【請求項２】
　前記シリンダボディに１つの第１の穴か、２つの第１の穴か、又は３つ以上の第１の穴
が含まれ、かつ、前記の第１のピストン、第２のピストン、第１のスプリング、第２のス
プリング、エンドキャップの数が、前記シリンダボディにおける第１の穴の数と等しく、
前記第１の穴の数が複数である場合には、前記第１のオイルチャンバーポートも複数であ
って、各々の第１のオイルチャンバーポートが前記第１のオイルチャンバーに対応して連
通するか、又は前記第１のオイルチャンバーポートと前記第１のオイルチャンバーの一端
が複数の分岐に分かれ、かつ、各々の分岐が前記第１のオイルチャンバーに対応して連通
し、前記第１の穴の数が複数である場合には、前記第２のオイルチャンバーポートも複数
であって、各々の第２のオイルチャンバーポートが前記第２のオイルチャンバーに対応し
て連通するか、又は前記第２のオイルチャンバーに連通する前記第２のオイルチャンバー
ポートの一端が複数の分岐に分かれ、かつ、各々の分岐が前記芯管、前記第２のオイルチ
ャンバーに対応して連通し、前記第１の穴の数が複数である場合には、前記オイルドレン
ポートも複数であって、各々の前記オイルドレンポートがオイルリターン管路に対応して
連通するか、又は前記第１のオイルチャンバーに連通するオイルドレンポートの一端が複
数の分岐に分かれ、かつ、各々の分岐が第１のオイルチャンバーに対応して連通すること
を特徴とする、請求項１に記載の油圧アンチロックブレーキホイールシリンダ。
【請求項３】
　前記シリンダボディにおける第１の穴の配列形態として、同方向配列、逆方向配列、対
向配列、二列配列又は単列配列、多方向配列が含まれることを特徴とする、請求項２に記
載の油圧アンチロックブレーキホイールシリンダ。
【請求項４】
　前記第１のピストン上に、前記芯管が通る第１のスルーホールが設けられ、前記第２の
ピストン上に、芯管が通る第２のスルーホールと、第２のオイルチャンバーのオイルイン
レット通路とが設けられ、前記第２のオイルチャンバーのオイルインレット通路がそれぞ
れ前記第２のスルーホール及び前記第２のオイルチャンバーに連通して、前記芯管が前記
第２のオイルチャンバーポートから入って第１のピストンの第１のスルーホール、前記第
２のピストンの第２のスルーホール及び第２のオイルチャンバーのオイルインレット通路
を通ることで、油圧作動油が前記第２のオイルチャンバーに出入りするようにしているこ
とを特徴とする、請求項１に記載の油圧アンチロックブレーキホイールシリンダ。
【請求項５】
　前記第１のピストンに、別体設置される第１のピストン本体及び第１のピストンロッド
が含まれ、前記第１のピストン本体の外側壁にシール装置が設けられ、前記第１のピスト
ン本体に、向かい合って設けられる２つの側面があって、前記第１の穴の底部に当接する
側面が第１の側面、他の側面が第２の側面とされ、前記第１の側面に前記の芯管が通る第
１のスルーホールが設けられて、前記第１のスルーホールの箇所にシール装置が設けられ
、前記第１のピストンロッドに、スリーブと、スリーブの縁が延びた固定部とが含まれて
、前記固定部が前記第１のピストン本体に固定連結され、前記第１のピストン本体内に前
記第２の穴が設けられ、かつ、前記第２の穴が、前記第１のピストン本体内から垂直に第
２の側面に延びる収容スペースとスリーブとからなることを特徴とする、請求項４に記載
の油圧アンチロックブレーキホイールシリンダ。
【請求項６】
　前記第１のピストンに、別体設置される第１のピストングランド、第１のピストンロッ
ド及び第１のピストングランドに固定連結されるシールボルトが含まれ、
　第１のピストングランドに第１のカバープレートが含まれ、前記第１のカバープレート
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の一面から第１のカバープレートに垂直に第１の環状壁が外に延びて形成され、前記第１
のカバープレートの中心にさらに、前記第１のカバープレートを貫通する第１のスルーホ
ールが設けられ、前記シールボルトの中心に貫通孔が設けられ、かつ、前記シールボルト
の外壁と第１のスルーホールの内壁が固定連結され、かつ、前記シールボルトの内壁に、
シール装置を収容するためのシール溝が設けられ、
　前記第１のピストンロッドに、第１のスリーブ及び第１のスリーブの一端が延びてなる
固定部が含まれ、前記固定部が前記第１の環状壁に被さって固定連結され、前記固定部の
先端、第１の環状壁の外壁及びカバープレートに囲まれて、シール装置を収容するための
シール溝が形成され、前記第１のカバープレート、第１の環状壁の内壁、固定部の内壁及
びスリーブの内壁に囲まれて、前記第２のピストンを収容するための前記第２の穴が形成
される
　ことを特徴とする、請求項４に記載の油圧アンチロックブレーキホイールシリンダ。
【請求項７】
　前記第２のピストンに第２のピストン本体及び第２のピストンロッドが設けられ、かつ
、当該第２のピストン本体が前記第１のピストン本体内に収容されて、第２のピストンロ
ッドが前記第１のピストンロッドのスリーブ内に収容され、前記第２のピストン本体の外
側壁にシール装置が設けられ、前記第２のピストン本体上に、芯管が通る前記第２のスル
ーホールと、前記第２のオイルチャンバーのオイルインレット通路とが設けられ、前記第
２のスルーホールと前記第２のオイルチャンバーのオイルインレット通路が連通し、かつ
、前記第２のスルーホールの箇所にシール装置が設けられることを特徴とする、請求項５
に記載の油圧アンチロックブレーキホイールシリンダ。
【請求項８】
　前記第２のピストンに、別体設置される第２のピストングランド及び第２のピストン本
体が含まれ、
　前記第２のピストングランドに第２のカバープレートが含まれて、前記第２のカバープ
レートの一面から第２のカバープレートに垂直にボスが外に延びて形成され、前記第２の
カバープレートの中心にさらに、前記第２のカバープレート及びボスを貫通する第２のス
ルーホールが設けられ、前記第２のスルーホールの円周上に、シール装置を収容するため
のシール溝が設けられ、
　前記第２のピストン本体に第３のカバープレートが含まれ、前記第３のカバープレート
に、向かい合う２つの面があって、第３のカバープレートの一面において第３のカバープ
レートに垂直に第２のピストンロッドが外に延びて形成され、第３のカバープレートの他
面において第３のカバープレートに垂直に第２の環状壁が外に延びて形成され、前記第２
の環状壁が前記ボス上に被さるとともに、前記第２の環状壁と前記ボスが固定連結され、
前記第２のカバープレート、第２の環状壁の外壁及び第３のカバープレートに囲まれて、
シール装置を収容するためのシール溝が形成され、前記第３のカバープレートの中心に第
２のオイルチャンバーのオイルインレット通路が設けられ、かつ、当該第２のオイルチャ
ンバーのオイルインレット通路と前記第２のスルーホールが連通する
　ことを特徴とする、請求項４に記載の油圧アンチロックブレーキホイールシリンダ。
【請求項９】
　前記油圧アンチロックブレーキホイールシリンダにさらにグランドが含まれて、前記グ
ランドが前記エンドキャップの内側に位置し、かつ、前記グランドが前記シリンダボディ
の内壁に当接し、かつ、前記グランドとシリンダボディの内壁の間にシール装置が設けら
れ、前記第１のスプリングが第１のピストンとグランドの間に設けられることを特徴とす
る、請求項１に記載の油圧アンチロックブレーキホイールシリンダ。
【請求項１０】
　前記第１のスプリング及び／又は第２のスプリングが皿ばねであることを特徴とする、
請求項１に記載の油圧アンチロックブレーキホイールシリンダ。
【請求項１１】
　オイルタンクと、オイルポンプと、フット制御弁と、ハンド制御弁と、管路と、ブレー
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キシューと、ブレーキドラムと、油圧アンチロックブレーキホイールシリンダとが含まれ
るアクスルブレーキシステムであって、
　前記オイルタンクには油圧作動油があり、前記油圧作動油が前記オイルタンクから前記
オイルポンプ、前記管路を介して前記油圧アンチロックブレーキホイールシリンダに流れ
込み、前記ブレーキシューが前記ブレーキドラムの内側に位置し、かつ、前記ブレーキシ
ューが前記油圧アンチロックブレーキホイールシリンダに押されて前記ブレーキドラムと
当接又は分離し、
　前記油圧アンチロックブレーキホイールシリンダに、シリンダボディと、芯管と、第１
のピストンと、第２のピストンと、第１のスプリングと、第２のスプリングと、エンドキ
ャップとが含まれ、
　前記シリンダボディに第１の穴が設けられ、かつ、前記シリンダボディ上に第１のオイ
ルチャンバーポートと、第２のオイルチャンバーポートと、オイルドレンポートとが設け
られ、前記エンドキャップが前記第１の穴の開口端に設けられ、
　前記第１のピストンが前記第１の穴の中に設けられ、かつ、前記第１のピストンと前記
エンドキャップの間に前記第１のスプリングが設けられ、前記第１のピストンの底部と前
記第１の穴の底部の間に第１のオイルチャンバーが形成され、前記第１のオイルチャンバ
ーポートの一端が前記第１のオイルチャンバーに連通して、他端がフットブレーキ弁に連
結され、第１のオイルチャンバーポートから第１のオイルチャンバーに流れ込む油量が前
記フットブレーキ弁によって制御され、
　前記第１のピストンに第２の穴が設けられ、前記第２のピストンが前記第２の穴の中に
位置し、かつ、前記第２のピストンと前記第２の穴の頂部の間に第２のオイルチャンバー
が形成され、前記第２のピストンの底部と前記第２の穴の底部の間にさらに前記第２のス
プリングが設けられ、
　前記芯管の一端がハンドブレーキ弁に連結されて、他端が前記第２のオイルチャンバー
ポートを通って第２のオイルチャンバーに連通して、芯管から第２のオイルチャンバーに
流れ込む油量が前記ハンドブレーキ弁によって制御され、
　前記第１のオイルチャンバーの圧力が増大して前記第１のピストンを外へ設定位置まで
運動するよう押すときに、前記オイルドレンポートと前記第１のオイルチャンバーが連通
する
　ことを特徴とするアクスルブレーキシステム。
【請求項１２】
　前記シリンダボディに１つの第１の穴か、２つの第１の穴か、又は３つ以上の第１の穴
が含まれ、かつ、前記第１のピストン、第２のピストン、第１のスプリング、第２のスプ
リング、エンドキャップの数が、前記シリンダボディにおける第１の穴の数と等しく、前
記第１の穴の数が複数である場合には、前記第１のオイルチャンバーポートも複数であっ
て、各々の第１のオイルチャンバーポートが前記第１のオイルチャンバーに対応して連通
するか、又は前記第１のオイルチャンバーポートと前記第１のオイルチャンバーの一端が
複数の分岐に分かれ、かつ、各々の分岐が前記第１のオイルチャンバーに対応して連通し
、前記第１の穴の数が複数である場合には、前記第２のオイルチャンバーポートも複数で
あって、各々の第２のオイルチャンバーポートが前記第２のオイルチャンバーに対応して
連通するか、又は前記第２のオイルチャンバーに連通する前記第２のオイルチャンバーポ
ートの一端が複数の分岐に分かれ、かつ、各々の分岐が前記芯管、前記第２のオイルチャ
ンバーに対応して連通し、前記第１の穴の数が複数である場合には、前記オイルドレンポ
ートも複数であって、各々の前記オイルドレンポートがオイルリターン管路に対応して連
通するか、又は前記第１のオイルチャンバーに連通するオイルドレンポートの一端が複数
の分岐に分かれ、かつ、各々の分岐が第１のオイルチャンバーに対応して連通することを
特徴とする、請求項１１に記載のアクスルブレーキシステム。
【請求項１３】
　前記シリンダボディにおける第１の穴の配列形態として、同方向配列、逆方向配列、対
向配列、二列配列又は単列配列、多方向配列が含まれることを特徴とする、請求項１２に
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記載のアクスルブレーキシステム。
【請求項１４】
　前記第１のピストン上に、前記芯管が通る第１のスルーホールが設けられ、前記第２の
ピストン上に、芯管が通る第２のスルーホールと、第２のオイルチャンバーのオイルイン
レット通路とが設けられ、前記第２のオイルチャンバーのオイルインレット通路がそれぞ
れ前記第２のスルーホール及び前記第２のオイルチャンバーに連通して、前記芯管が前記
第２のオイルチャンバーポートから入って第１のピストンの第１のスルーホール、前記第
２のピストンの第２のスルーホール及び第２のオイルチャンバーのオイルインレット通路
を通ることで、油圧作動油が前記第２のオイルチャンバーに出入りするようにしているこ
とを特徴とする、請求項１１に記載のアクスルブレーキシステム。
【請求項１５】
　前記第１のピストンに、別体設置される第１のピストン本体及び第１のピストンロッド
が含まれ、前記第１のピストン本体の外側壁にシール装置が設けられ、前記第１のピスト
ン本体に、向かい合って設けられる２つの側面があって、前記第１の穴の底部に当接する
側面が第１の側面、他の側面が第２の側面とされ、前記第１の側面に前記芯管が通る第１
のスルーホールが設けられて、前記第１のスルーホールの箇所にシール装置が設けられ、
前記第１のピストンロッドに、スリーブと、スリーブの縁が延びた固定部とが含まれて、
前記固定部が前記第１のピストン本体に固定連結され、前記第１のピストン本体内に前記
第２の穴が設けられ、かつ、前記第２の穴が、前記第１のピストン本体内から垂直に第２
の側面に延びる収容スペースとスリーブとからなることを特徴とする、請求項１４に記載
のアクスルブレーキシステム。
【請求項１６】
　前記第１のピストンに、別体設置される第１のピストングランド、第１のピストンロッ
ド及び第１のピストングランドに固定連結されるシールボルトが含まれ、
　第１のピストングランドに第１のカバープレートが含まれて、前記第１のカバープレー
トの一面から第１のカバープレートに垂直に第１の環状壁が外に延びて形成され、前記第
１のカバープレートの中心にさらに、前記第１のカバープレートを貫通する第１のスルー
ホールが設けられ、前記シールボルトの中心に貫通孔が設けられ、かつ、前記シールボル
トの外壁と第１のスルーホールの内壁が固定連結され、かつ、前記シールボルトの内壁に
、シール装置を収容するためのシール溝が設けられ、
　前記第１のピストンロッドに、第１のスリーブ及び第１のスリーブの一端が延びてなる
固定部が含まれて、前記固定部が前記第１の環状壁に被さって固定連結され、前記固定部
の先端、第１の環状壁の外壁及びカバープレートに囲まれて、シール装置を収容するため
のシール溝が形成され、前記第１のカバープレート、第１の環状壁の内壁、固定部の内壁
及びスリーブの内壁に囲まれて、前記第２のピストンを収容するための前記第２の穴が形
成される
　ことを特徴とする、請求項１４に記載のアクスルブレーキシステム。
【請求項１７】
　前記第２のピストンに第２のピストン本体及び第２のピストンロッドが設けられ、かつ
、当該第２のピストン本体が前記第１のピストン本体内に収容されて、第２のピストンロ
ッドが前記第１のピストンロッドのスリーブ内に収容され、前記第２のピストン本体の外
側壁にシール装置が設けられ、前記第２のピストン本体上に、芯管が通る前記第２のスル
ーホールと、前記第２のオイルチャンバーのオイルインレット通路とが設けられ、前記第
２のスルーホールと前記第２のオイルチャンバーのオイルインレット通路が連通し、かつ
、前記第２のスルーホールの箇所にシール装置が設けられることを特徴とする、請求項１
５に記載のアクスルブレーキシステム。
【請求項１８】
　前記第２のピストンに、別体設置される第２のピストングランド及び第２のピストン本
体が含まれ、
　前記第２のピストングランドに第２のカバープレートが含まれて、前記第２のカバープ
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レートの一面から第２のカバープレートに垂直にボスが外に延びて形成され、前記第２の
カバープレートの中心にさらに、前記第２のカバープレート及びボスを貫通する第２のス
ルーホールが設けられ、前記第２のスルーホールの円周上に、シール装置を収容するため
のシール溝が設けられ、
　前記第２のピストン本体に第３のカバープレートが含まれ、前記第３のカバープレート
に、向かい合う２つの面があって、第３のカバープレートの一面において第３のカバープ
レートに垂直に第２のピストンロッドが外に延びて形成され、第３のカバープレートの他
面において第３のカバープレートに垂直に第２の環状壁が外に延びて形成され、前記第２
の環状壁が前記ボス上に被さるとともに、前記第２の環状壁と前記ボスが固定連結され、
前記第２のカバープレート、第２の環状壁の外壁及び第３のカバープレートに囲まれて、
シール装置を収容するためのシール溝が形成され、前記第３のカバープレートの中心に第
２のオイルチャンバーのオイルインレット通路が設けられ、かつ、当該第２のオイルチャ
ンバーのオイルインレット通路と前記第２のスルーホールが連通する
　ことを特徴とする、請求項１４に記載のアクスルブレーキシステム。
【請求項１９】
　ディスクブレーキアクスルのブレーキシステムに用いられるアクスルブレーキシステム
であって、
　前記ブレーキシステムに、油圧アンチロックブレーキホイールシリンダの固定台と、油
圧アンチロックブレーキホイールシリンダと、ブレーキパッドと、ブレーキライニングと
、ブレーキディスクとが含まれ、
　前記固定台の２つの側壁に、ブレーキパッドとブレーキパッドからなるブレーキブロッ
クのガイドブロックが設けられ、前記固定台に、向かい合って設けられる２つの側壁があ
って、かつ、２つの側壁の間に収容キャビティが形成され、当該収容キャビティにブレー
キディスクが収容され、前記固定台の２つの側壁に、外側から内側に側壁を貫通する、前
記油圧アンチロックブレーキホイールシリンダを収容するための、段付き孔である１つ以
上の収容孔が設けられ、かつ、前記収容孔に、孔径の大きな第１の収容孔と、孔径の小さ
な第２の収容孔と、第１の収容孔と第２の収容孔を連結する段付き部とが含まれ、
　前記油圧アンチロックブレーキホイールシリンダに、シリンダボディと、芯管と、第１
のピストンと、第２のピストンと、第１のスプリングと、第２のスプリングとが含まれ、
　前記シリンダボディに第１の穴が設けられ、かつ、前記シリンダボディ上に第１のオイ
ルチャンバーポートと、第２のオイルチャンバーポートと、オイルドレンポートとが設け
られ、前記第１の穴がシールされるように前記第１の収容孔の内壁と前記シリンダボディ
の外壁が固定連結され、
　前記第１のピストンが前記第１の穴の中に設けられ、かつ、前記第１のピストンと前記
段付き部の間に前記第１のスプリングが設けられ、前記第１のピストンの底部と前記第１
の穴の底部の間に第１のオイルチャンバーが形成され、前記第１のオイルチャンバーポー
トの一端が前記第１のオイルチャンバーに連通して、他端がフットブレーキ弁に連結され
、第１のオイルチャンバーポートから第１のオイルチャンバーに流れ込む油量が前記フッ
トブレーキ弁によって制御され、
　前記第１のピストンに第２の穴が設けられ、前記第２のピストンの一端が前記第２の穴
の中に位置し、かつ、前記第２のピストンの一端と前記第２の穴の頂部の間に第２のオイ
ルチャンバーが形成され、前記第２のピストンの底部と前記第２の穴の底部の間にさらに
前記第２のスプリングが設けられ、前記第２のピストンの他端が第１の収容孔を通って前
記収容キャビティ内に入ってブレーキパッドに連結され、前記ブレーキパッドが前記ブレ
ーキライニングを固定連結し、
　前記芯管の一端がハンドブレーキ弁に連結されて、他端が前記第２のオイルチャンバー
ポートを通って第２のオイルチャンバーに連通して、芯管から第２のオイルチャンバーに
流れ込む油量が前記ハンドブレーキ弁によって制御され、
　前記第１のオイルチャンバーの圧力が増大して前記第１のピストンを外へ設定位置まで
運動するよう押すときに、前記オイルドレンポートと前記第１のオイルチャンバーが連通



(7) JP 6283452 B2 2018.2.21

10

20

30

40

50

するか、
　又は、
　前記ブレーキシステムに、油圧アンチロックブレーキホイールシリンダの固定台と、油
圧アンチロックブレーキホイールシリンダと、ブレーキパッドと、ブレーキライニングと
、ブレーキディスクとが含まれ、前記固定台の２つの側壁に、ブレーキパッドとブレーキ
ライニングからなるブレーキブロックのガイドブロックが設けられ、前記固定台に、向か
い合って設けられる２つの側壁があって、かつ、２つの側壁の間に収容キャビティが形成
され、当該収容キャビティにブレーキディスクが収容され、前記固定台の２つの側壁に、
内側から外側に延びる１つ以上の第１の穴が設けられ、前記側壁の外側に第１のオイルチ
ャンバーポートと、第２のオイルチャンバーポートと、オイルドレンポートとが設けられ
、
　前記油圧アンチロックブレーキホイールシリンダに、芯管と、第１のピストンと、第２
のピストンと、第１のスプリングと、第２のスプリングと、エンドキャップとが含まれ、
　前記エンドキャップが前記第１の穴の開口端に固定連結され、
　前記第１のピストンが前記第１の穴の中に設けられ、かつ、前記第１のピストンと前記
エンドキャップの間に前記第１のスプリングが設けられ、前記第１のピストンの底部と前
記第１の穴の底部の間に第１のオイルチャンバーが形成され、前記第１のオイルチャンバ
ーポートの一端が前記第１のオイルチャンバーに連通して、他端がフットブレーキ弁に連
結され、第１のオイルチャンバーポートから第１のオイルチャンバーに流れ込む油量が前
記フットブレーキ弁によって制御され、
　前記第１のピストンに第２の穴が設けられ、前記第２のピストンが前記第２の穴の中に
位置し、かつ、前記第２のピストンと前記第２の穴の頂部の間に第２のオイルチャンバー
が形成され、前記第２のピストンの底部と前記第２の穴の底部の間にさらに前記第２のス
プリングが設けられ、
　前記芯管の一端がハンドブレーキ弁に連結されて、他端が前記第２のオイルチャンバー
ポートを通って第２のオイルチャンバーに連通して、芯管から第２のオイルチャンバーに
流れ込む油量が前記ハンドブレーキ弁によって制御され、
　前記第１のオイルチャンバーの圧力が増大して前記第１のピストンを外へ設定位置まで
運動するよう押すときに、前記オイルドレンポートと前記第１のオイルチャンバーが連通
する
　ことを特徴とするアクスルブレーキシステム。
【請求項２０】
　前記固定台の２つの側壁を別体設置し、２つの側壁の底部を固定連結することで２つの
側壁の間に収容キャビティを形成していることを特徴とする、請求項１９に記載のアクス
ルブレーキシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ブレーキ制御システムの分野、特に、油圧アンチロックブレーキホイールシ
リンダ及びブレーキシステムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　自動車保有量が益々多くなるにつれて、安全運転に対する人々の要求も益々高くなって
おり、ブレーキ性能の良し悪しが安全運転の重要なよりどころとなっている。特に、自動
車のスピードが速く、自重が大きい場合、ブレーキ慣性が安全運転に及ぼす影響は益々大
きくなるので、自動車のブレーキに対するブレーキ慣性の影響をどのようにして減少して
改善するかは、自動車業界のすべての者がたゆみなく熱心に解決しようとする課題となっ
ている。
【０００３】
　現在の市場で、既存のアクスルには、空気ブレーキ、油圧ブレーキ、さらには、空気油
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圧複合ブレーキがあり、これらはいずれもブレーキを実現して、車両を減速させ停止させ
ることができるが、これらは、占用スペースが大きくて、配置が難しく、ブレーキ性能が
劣る上、既存の空気ブレーキドラムアクスルでは、ステアリングアクスルのパーキングブ
レーキを実現することができず、ディスク油圧ブレーキアクスルの運転ブレーキ及びパー
キングブレーキが２つのシステムに分かれていて、構造が複雑で、効果が好ましくなく、
製造コストが高く、操作が不便であるなどの多くの欠点を有している。
【０００４】
　現在の市場での既存のＡＢＳ（Ａｎｔｉ‐ｌｏｃｋ　Ｂｒａｋｅ　Ｓｙｓｔｅｍ、アン
チロックブレーキシステム）も、自動車のブレーキに対するブレーキ慣性の影響を減少し
て改善することができるが、既存のＡＢＳは、その構造が複雑で、安全係数が低く、製造
コストが高いため、大規模に普及させることは不可能である。
【発明の概要】
【０００５】
　本発明は、油圧アンチロックブレーキホイールシリンダ及びブレーキシステムを提供し
て、運転ブレーキを実現でき、且つパーキングブレーキも実現でき、さらにアンチロック
も実現できるようにすることを目的とする。この技術上の目的を実現するための、本発明
における解決手段は次の通りである。
【０００６】
　すなわち、本発明で提供するシリンダボディと、芯管と、第１のピストンと、第２のピ
ストンと、第１のスプリングと、第２のスプリングと、エンドキャップとが含まれる油圧
アンチロックブレーキホイールシリンダであって、
　前記シリンダボディに第１の穴が設けられ、かつ、前記シリンダボディ上に第１のオイ
ルチャンバーポートと、第２のオイルチャンバーポートと、オイルドレンポートとが設け
られ、前記エンドキャップが前記第１の穴の開口端に設けられ、
　前記第１のピストンが前記第１の穴の中に設けられ、かつ、前記第１のピストンと前記
エンドキャップの間に前記第１のスプリングが設けられ、前記第１のピストンの底部と前
記第１の穴の底部の間に第１のオイルチャンバーが形成され、前記第１のオイルチャンバ
ーポートの一端が前記第１のオイルチャンバーに連通して、他端がフットブレーキ弁に連
結され、第１のオイルチャンバーポートから第１のオイルチャンバーに流れ込む油量が前
記フットブレーキ弁によって制御され、
　前記第１のピストンに第２の穴が設けられ、前記第２のピストンが前記第２の穴の中に
位置し、かつ、前記第２のピストンと前記第２の穴の頂部の間に第２のオイルチャンバー
が形成され、前記第２のピストンの底部と前記第２の穴の底部の間にさらに前記第２のス
プリングが設けられ、
　前記芯管の一端がハンドブレーキ弁に連結されて、他端が前記第２のオイルチャンバー
ポートを通って第２のオイルチャンバーに連通して、芯管から第２のオイルチャンバーに
流れ込む油量が前記ハンドブレーキ弁によって制御され、
　前記第１のオイルチャンバーの圧力が増大して前記第１のピストンを外へ設定位置まで
運動するよう押すときに、前記オイルドレンポートと前記第１のオイルチャンバーが連通
するというものである。
【０００７】
　好ましくは、前記シリンダボディに１つの第１の穴か、２つの第１の穴か、又は３つ以
上の第１の穴が含まれ、かつ、前記の第１のピストン、第２のピストン、第１のスプリン
グ、第２のスプリング、エンドキャップの数が、前記シリンダボディにおける第１の穴の
数と等しいようにして、前記第１の穴の数が複数である場合には、前記第１のオイルチャ
ンバーポートも複数として、各々の第１のオイルチャンバーポートが前記第１のオイルチ
ャンバーに対応して連通するか、又は前記第１のオイルチャンバーポートと前記第１のオ
イルチャンバーの一端が複数の分岐に分かれ、かつ、各々の分岐が前記第１のオイルチャ
ンバーに対応して連通するようにし、前記第１の穴の数が複数である場合には、前記第２
のオイルチャンバーポートも複数として、各々の第２のオイルチャンバーポートが前記第
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２のオイルチャンバーに対応して連通するか、又は前記第２のオイルチャンバーに連通す
る前記第２のオイルチャンバーポートの一端が複数の分岐に分かれ、かつ、各々の分岐が
前記芯管、前記第２のオイルチャンバーに対応して連通するようにし、前記第１の穴の数
が複数である場合には、前記オイルドレンポートも複数として、各々の前記オイルドレン
ポートがオイルリターン管路に対応して連通するか、又は前記第１のオイルチャンバーに
連通するオイルドレンポートの一端が複数の分岐に分かれ、かつ、各々の分岐が第１のオ
イルチャンバーに対応して連通するようにする。
【０００８】
　好ましくは、前記シリンダボディにおける第１の穴の配列形態として、同方向配列、逆
方向配列、対向配列、二列配列又は単列配列、多方向配列が含まれる。
【０００９】
　好ましくは、前記第１のピストン上に、前記芯管が通る第１のスルーホールが設けられ
、前記第２のピストン上に、芯管が通る第２のスルーホールと、第２のオイルチャンバー
のオイルインレット通路とが設けられ、前記第２のオイルチャンバーのオイルインレット
通路がそれぞれ前記第２のスルーホール及び前記第２のオイルチャンバーに連通して、前
記芯管が前記第２のオイルチャンバーポートから入って第１のピストンの第１のスルーホ
ール、前記第２のピストンの第２のスルーホール及び第２のオイルチャンバーのオイルイ
ンレット通路を通ることで、油圧作動油が前記第２のオイルチャンバーに出入りするよう
にする。
【００１０】
　好ましくは、前記第１のピストンに、別体設置される第１のピストン本体及び第１のピ
ストンロッドが含まれ、前記第１のピストン本体の外側壁にシール装置が設けられ、前記
第１のピストン本体に、向かい合って設けられる２つの側面があって、前記第１の穴の底
部に当接する側面を第１の側面、他の側面を第２の側面として、前記第１の側面に前記の
芯管が通る第１のスルーホールが設けられて、前記第１のスルーホールの箇所にシール装
置が設けられるようにし、前記第１のピストンロッドに、スリーブと、スリーブの縁が延
びた固定部とが含まれて、前記固定部が前記第１のピストン本体に固定連結され、前記第
１のピストン本体内に前記第２の穴が設けられ、かつ、前記第２の穴が、前記第１のピス
トン本体内から垂直に第２の側面に延びる収容スペースとスリーブとからなるようにする
。
【００１１】
　好ましくは、前記第１のピストンに、別体設置される第１のピストングランド、第１の
ピストンロッド及び第１のピストングランドに固定連結されるシールボルトが含まれ、そ
のうち、
　第１のピストングランドに第１のカバープレートが含まれて、前記第１のカバープレー
トの一面から第１のカバープレートに垂直に第１の環状壁が外に延びて形成され、前記第
１のカバープレートの中心にはさらに、前記第１のカバープレートを貫通する第１のスル
ーホールが設けられ、前記シールボルトの中心に貫通孔が設けられ、かつ、前記シールボ
ルトの外壁と第１のスルーホールの内壁が固定連結され、かつ、前記シールボルトの内壁
に、シール装置を収容するためのシール溝が設けられ、
　前記第１のピストンロッドに、第１のスリーブ及び第１のスリーブの一端が延びてなる
固定部が含まれ、前記固定部が前記第１の環状壁に被さって固定連結され、前記固定部の
先端、第１の環状壁の外壁及びカバープレートに囲まれて、シール装置を収容するための
シール溝が形成され、前記第１のカバープレート、第１の環状壁の内壁、固定部の内壁及
びスリーブの内壁に囲まれて、前記第２のピストンを収容するための前記第２の穴が形成
される。
【００１２】
　好ましくは、前記第２のピストンに第２のピストン本体及び第２のピストンロッドが設
けられ、かつ、当該第２のピストン本体が前記第１のピストン本体内に収容されて、第２
のピストンロッドが前記第１のピストンロッドのスリーブ内に収容され、前記第２のピス
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トン本体の外側壁にシール装置が設けられ、前記第２のピストン本体上に、芯管が通る前
記第２のスルーホールと、前記第２のオイルチャンバーのオイルインレット通路とが設け
られ、前記第２のスルーホールと前記第２のオイルチャンバーのオイルインレット通路が
連通し、かつ、前記第２のスルーホールの箇所にシール装置が設けられる。
【００１３】
　好ましくは、前記第２のピストンに、別体設置される第２のピストングランド及び第２
のピストン本体が含まれ、そのうち、
　前記第２のピストングランドに第２のカバープレートが含まれて、前記第２のカバープ
レートの一面から第２のカバープレートに垂直にボスが外に延びて形成され、前記第２の
カバープレートの中心にはさらに、前記第２のカバープレート及びボスを貫通する第２の
スルーホールが設けられ、前記第２のスルーホールの円周上に、シール装置を収容するた
めのシール溝が設けられ、
　前記第２のピストン本体に第３のカバープレートが含まれ、前記第３のカバープレート
に、向かい合う２つの面があって、第３のカバープレートの一面において第３のカバープ
レートに垂直に第２のピストンロッドが外に延びて形成され、第３のカバープレートの他
面において第３のカバープレートに垂直に第２の環状壁が外に延びて形成され、前記第２
の環状壁が前記ボス上に被さるとともに、前記第２の環状壁と前記ボスが固定連結され、
前記第２のカバープレート、第２の環状壁の外壁及び第３のカバープレートに囲まれて、
シール装置を収容するためのシール溝が形成され、前記第３のカバープレートの中心に第
２のオイルチャンバーのオイルインレット通路が設けられ、かつ、当該第２のオイルチャ
ンバーのオイルインレット通路と前記第２のスルーホールが連通する。
【００１４】
　好ましくは、前記油圧アンチロックブレーキホイールシリンダにさらにグランドが含ま
れて、前記グランドが前記エンドキャップの内側に位置し、かつ、前記グランドが前記シ
リンダボディの内壁に当接し、かつ、前記グランドとシリンダボディの内壁の間にシール
装置が設けられ、前記第１のスプリングが第１のピストンとグランドの間に設けられる。
【００１５】
　好ましくは、前記第１のスプリング及び／又は第２のスプリングが皿ばねである。
【００１６】
　さらに、本発明は、上記油圧アンチロックブレーキホイールシリンダを含むアクスルブ
レーキシステムも提供し、当該ブレーキシステムには、さらに、オイルタンクと、オイル
ポンプと、フット制御弁と、ハンド制御弁と、管路と、ブレーキシューと、ブレーキドラ
ムと、油圧アンチロックブレーキホイールシリンダとが含まれて、
　そのうち、前記オイルタンクには油圧作動油があり、前記油圧作動油が前記オイルタン
クから前記オイルポンプ、前記管路を介して前記油圧アンチロックブレーキホイールシリ
ンダに流れ込み、前記ブレーキシューが前記ブレーキドラムの内側に位置し、かつ、前記
ブレーキシューが前記油圧アンチロックブレーキホイールシリンダに押されて前記ブレー
キドラムと当接又は分離し、
　前記油圧アンチロックブレーキホイールシリンダには、シリンダボディと、芯管と、第
１のピストンと、第２のピストンと、第１のスプリングと、第２のスプリングと、エンド
キャップとが含まれ、そのうち、
　前記シリンダボディに第１の穴が設けられ、かつ、前記シリンダボディ上に第１のオイ
ルチャンバーポートと、第２のオイルチャンバーポートと、オイルドレンポートとが設け
られ、前記エンドキャップが前記第１の穴の開口端に設けられ、
　前記第１のピストンが前記第１の穴の中に設けられ、かつ、前記第１のピストンと前記
エンドキャップの間に前記第１のスプリングが設けられ、前記第１のピストンの底部と前
記第１の穴の底部の間に第１のオイルチャンバーが形成され、前記第１のオイルチャンバ
ーポートの一端が前記第１のオイルチャンバーに連通して、他端がフットブレーキ弁に連
結され、第１のオイルチャンバーポートから第１のオイルチャンバーに流れ込む油量が前
記フットブレーキ弁によって制御され、
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　前記第１のピストンに第２の穴が設けられ、前記第２のピストンが前記第２の穴の中に
位置し、かつ、前記第２のピストンと前記第２の穴の頂部の間に第２のオイルチャンバー
が形成され、前記第２のピストンの底部と前記第２の穴の底部の間にさらに前記第２のス
プリングが設けられ、
　前記芯管の一端がハンドブレーキ弁に連結されて、他端が前記第２のオイルチャンバー
ポートを通って第２のオイルチャンバーに連通して、芯管から第２のオイルチャンバーに
流れ込む油量が前記ハンドブレーキ弁によって制御され、
　前記第１のオイルチャンバーの圧力が増大して前記第１のピストンを外へ設定位置まで
運動するよう押すときに、前記オイルドレンポートと前記第１のオイルチャンバーが連通
する。
【００１７】
　さらに、本発明は、ディスクブレーキアクスルのブレーキシステムに用いられるアクス
ルブレーキシステムも提供し、前記ブレーキシステムには、油圧アンチロックブレーキホ
イールシリンダの固定台と、油圧アンチロックブレーキホイールシリンダと、ブレーキパ
ッドと、ブレーキライニングと、ブレーキディスクとが含まれ、前記固定台の２つの側壁
には、ブレーキパッドとブレーキパッドからなるブレーキブロックのガイドブロックが設
けられ、前記固定台には、向かい合って設けられる２つの側壁があって、かつ、２つの側
壁の間に収容キャビティが形成され、当該収容キャビティにブレーキディスクが収容され
、前記固定台の２つの側壁に、外側から内側に側壁を貫通する、前記油圧アンチロックブ
レーキホイールシリンダを収容するための、段付き孔である１つ以上の収容孔が設けられ
、かつ、前記収容孔には、孔径の大きな第１の収容孔と、孔径の小さな第２の収容孔と、
第１の収容孔と第２の収容孔を連結する段付き部とが含まれ、
　前記油圧アンチロックブレーキホイールシリンダには、シリンダボディと、芯管と、第
１のピストンと、第２のピストンと、第１のスプリングと、第２のスプリングとが含まれ
、そのうち、
　前記シリンダボディに第１の穴が設けられ、かつ、前記シリンダボディ上に第１のオイ
ルチャンバーポートと、第２のオイルチャンバーポートと、オイルドレンポートとが設け
られ、前記第１の穴がシールされるように前記第１の収容孔の内壁と前記シリンダボディ
の外壁が固定連結され、
　前記第１のピストンが前記第１の穴の中に設けられ、かつ、前記第１のピストンと前記
段付き部の間に前記第１のスプリングが設けられ、前記第１のピストンの底部と前記第１
の穴の底部の間に第１のオイルチャンバーが形成され、前記第１のオイルチャンバーポー
トの一端が前記第１のオイルチャンバーに連通して、他端がフットブレーキ弁に連結され
、第１のオイルチャンバーポートから第１のオイルチャンバーに流れ込む油量が前記フッ
トブレーキ弁によって制御され、
　前記第１のピストンに第２の穴が設けられ、前記第２のピストンの一端が前記第２の穴
の中に位置し、かつ、前記第２のピストンの一端と前記第２の穴の頂部の間に第２のオイ
ルチャンバーが形成され、前記第２のピストンの底部と前記第２の穴の底部の間にさらに
前記第２のスプリングが設けられ、前記第２のピストンの他端が第１の収容孔を通って前
記収容キャビティ内に入ってブレーキパッドに連結され、前記ブレーキパッドが前記ブレ
ーキライニングを固定連結し、
　前記芯管の一端がハンドブレーキ弁に連結されて、他端が前記第２のオイルチャンバー
ポートを通って第２のオイルチャンバーに連通して、芯管から第２のオイルチャンバーに
流れ込む油量が前記ハンドブレーキ弁によって制御され、
　前記第１のオイルチャンバーの圧力が増大して前記第１のピストンを外へ設定位置まで
運動するよう押すときに、前記オイルドレンポートと前記第１のオイルチャンバーが連通
する。
【００１８】
　或いは、前記ブレーキシステムには、油圧アンチロックブレーキホイールシリンダの固
定台と、油圧アンチロックブレーキホイールシリンダと、ブレーキパッドと、ブレーキラ
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イニングと、ブレーキディスクとが含まれ、前記固定台の２つの側壁には、ブレーキパッ
ドとブレーキライニングからなるブレーキブロックのガイドブロックが設けられ、前記固
定台には、向かい合って設けられる２つの側壁があって、かつ、２つの側壁の間に収容キ
ャビティが形成され、当該収容キャビティにブレーキディスクが収容され、前記固定台の
２つの側壁に、内側から外側に延びる１つ以上の第１の穴が設けられてもよく、前記側壁
の外側に第１のオイルチャンバーポートと、第２のオイルチャンバーポートと、オイルド
レンポートとが設けられ、
　前記油圧アンチロックブレーキホイールシリンダには、芯管と、第１のピストンと、第
２のピストンと、第１のスプリングと、第２のスプリングと、エンドキャップとが含まれ
、そのうち、
　前記エンドキャップが前記第１の穴の開口端に固定連結され、
　前記第１のピストンが前記第１の穴の中に設けられ、かつ、前記第１のピストンと前記
エンドキャップの間に前記第１のスプリングが設けられ、前記第１のピストンの底部と前
記第１の穴の底部の間に第１のオイルチャンバーが形成され、前記第１のオイルチャンバ
ーポートの一端が前記第１のオイルチャンバーに連通して、他端がフットブレーキ弁に連
結され、第１のオイルチャンバーポートから第１のオイルチャンバーに流れ込む油量が前
記フットブレーキ弁によって制御され、
　前記第１のピストンに第２の穴が設けられ、前記第２のピストンが前記第２の穴の中に
位置し、かつ、前記第２のピストンと前記第２の穴の頂部の間に第２のオイルチャンバー
が形成され、前記第２のピストンの底部と前記第２の穴の底部の間にさらに前記第２のス
プリングが設けられ、
　前記芯管の一端がハンドブレーキ弁に連結されて、他端が前記第２のオイルチャンバー
ポートを通って第２のオイルチャンバーに連通して、芯管から第２のオイルチャンバーに
流れ込む油量が前記ハンドブレーキ弁によって制御され、
　前記第１のオイルチャンバーの圧力が増大して前記第１のピストンを外へ設定位置まで
運動するよう押すときに、前記オイルドレンポートと前記第１のオイルチャンバーが連通
する。
【００１９】
　好ましくは、前記固定台の２つの側壁を別体設置してもよく、別体設置する場合には、
２つの側壁の底部を固定連結することで２つの側壁の間に収容キャビティを形成する。
【００２０】
　本発明による油圧アンチロックブレーキホイールシリンダを用いると、油圧作動油がオ
イルタンクからオイルポンプ、管路、シリンダボディの第１のオイルチャンバーポートと
第２のオイルチャンバーポートを経由して、取り付けて調整された油圧アンチロック運転
ブレーキホイールシリンダに入り込むときに、
　（１）ハンドブレーキ弁とフットブレーキ弁がいずれも閉じている場合、第１のピスト
ンが第１のスプリングの圧力でシリンダボディの第１の穴の底部に近づいて、第２のピス
トンが第２のスプリングの圧力で外に出、ブレーキシュー又はブレーキパッドとブレーキ
ドラム又はブレーキディスクが密結合状態になって、車両がパーキングブレーキ状態とな
る。
【００２１】
　（２）パーキングブレーキの解除が必要な場合、油圧作動油が第２のオイルチャンバー
ポート、芯管を経由して第２のオイルチャンバーに入り込むことがハンドブレーキ弁によ
って制御され、第２のピストンが第２のスプリングを圧迫して第２の穴の底部に向かって
運動して、ブレーキシュー又はブレーキパッドとブレーキドラム又はブレーキディスクが
分離するよう動かすことで、車両のパーキングブレーキが解除され、車両が走行できるよ
うになる。
【００２２】
　（３）車両の走行中にブレーキが必要な場合、フットブレーキ弁を操作することで、油
圧作動油が第１のオイルチャンバーポートを経由して第１のオイルチャンバーに入り込む
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ようにし、このとき、第１のオイルチャンバー中の油圧作動油によって第１のピストンが
圧迫されて、第１のピストンが第１のスプリングの弾力を圧迫して外に出て、ブレーキシ
ュー又はブレーキパッドがブレーキドラム又はブレーキディスクを押しつけることで、ブ
レーキをするという目的を果たす。第１のオイルチャンバー内の油圧作動油の圧力が大き
いほど第１のピストンが圧迫されて多く外に出るようになり、ブレーキ力も大きくなる。
【００２３】
　（４）フットブレーキ弁が第１のオイルチャンバー中の油圧作動油の圧力を減らす場合
、第１のスプリングの弾力がレリーズされ、その上で、第１のピストンが戻るよう押され
て、ブレーキシュー又はブレーキパッドがブレーキドラム又はブレーキディスクから離れ
るよう動かされることで、ブレーキを緩めたり解除したりするという目的が果たされる。
【００２４】
　（５）フットブレーキ弁が第１のオイルチャンバーの圧力を増大させ続ける場合、第１
のピストンが圧迫され続けて、かつ、当該第１のピストンによって第１のスプリングが圧
迫されて第１のピストンと第２のピストンのいずれもが外に出て、第１のピストンが所定
位置（すなわち、最大ブレーキ力）まで運動するときに、第１のオイルチャンバーとオイ
ルドレンポートが連通して、高圧作動油がオイルドレンポートを経由してオイルタンクに
還流することで、オイルチャンバーの圧力が低下する。第１のオイルチャンバーの圧力が
第１のスプリングの弾力より小さい場合、第１のピストンが第１のスプリングにより圧縮
され戻り、オイルドレンポートが締め切られて、その後、第１のオイルチャンバーの圧力
がまた増大し続けてピストンを再度所定位置まで運動するよう押すときに、第１のオイル
チャンバーとオイルドレンポートがまた連通し、このような循環往復によって、ブレーキ
シュー又はブレーキパッドとブレーキドラム又はブレーキディスクが常に分離・結合する
よう動かすことで、ブレーキをしアンチロックもするという目的を果たす。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明による油圧アンチロックブレーキホイールシリンダの平面構造模式図であ
る。
【図２】図１における油圧アンチロックブレーキホイールシリンダのＡ―Ａ線に沿った断
面構造模式図である。
【図３】図１における油圧アンチロックブレーキホイールシリンダのシリンダボディのＡ
―Ａ線に沿った断面構造模式図である。
【図４】図１における油圧アンチロックブレーキホイールシリンダのシリンダボディのＢ
―Ｂ線に沿った断面構造模式図である。
【図５】図１における油圧アンチロックブレーキホイールシリンダのシリンダボディのＣ
―Ｃ線に沿った断面構造模式図である。
【図６】本発明による油圧アンチロックブレーキホイールシリンダの第１のピストンの実
施例１における構造模式図である。
【図７】図１における油圧アンチロックブレーキホイールシリンダのＢ―Ｂ線に沿った断
面構造模式図である。
【図８】本発明による油圧アンチロックブレーキホイールシリンダの第１のピストンの実
施例２における分解構造模式図である。
【図９】本発明による油圧アンチロックブレーキホイールシリンダの第１のピストンの実
施例２における組合せ構造模式図である。
【図１０】本発明による油圧アンチロックブレーキホイールシリンダの第２のピストンの
実施例１における構造模式図である。
【図１１】本発明による油圧アンチロックブレーキホイールシリンダの第２のピストンの
実施例２における分解構造模式図である。
【図１２】本発明による油圧アンチロックブレーキホイールシリンダの第２のピストンの
実施例２における分解構造模式図である。
【図１３】図１における油圧アンチロックブレーキホイールシリンダのＣ―Ｃ線に沿った
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断面構造模式図である。
【図１４ａ】本発明によるブレーキシステムにおけるブレーキホイールシリンダとブレー
キシュー、ブレーキドラムの一つの実施例における構造模式図である。
【図１４ｂ】本発明によるブレーキシステムにおけるブレーキホイールシリンダとブレー
キシュー、ブレーキドラムのもう一つの実施例における構造模式図である。
【図１５ａ】本発明によるディスクブレーキシステムの一つの実施例における構造模式図
である。
【図１５ｂ】図１５ａ中のＩ―Ｉ線に沿った断面構造模式図である。
【図１６】本発明によるディスクブレーキシステムのもう一つの実施例における断面構造
模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、図面と関連付けて本発明についてさらに詳細に説明する。
【００２７】
　図１及び図２に示すように、図１は、本発明による油圧アンチロックブレーキホイール
シリンダの平面構造模式図で、図２は、図１における油圧アンチロックブレーキホイール
シリンダのＡ―Ａ線に沿った実施例１における断面構造模式図である。この後で構造を説
明しやすくするため、ここでは、図２中のＸ軸の負方向を頂、Ｘ軸の正方向を底と定義す
る。当該油圧アンチロックブレーキホイールシリンダには、シリンダボディ１０と、芯管
２０と、第１のピストン３０と、第２のピストン４０と、第１のスプリング５０と、第２
のスプリング６０と、エンドキャップ７０とが含まれる。そのうち、第１のピストン３０
が前記シリンダボディ１０内に収容され、かつ、第１のピストン３０がシリンダボディ１
０に対し図２中のＸ軸方向に沿って運動する。第２のピストン４０が第１のピストン３０
内に収容され、かつ、第２のピストン４０が第１のピストン３０に対し図３中のＸ軸方向
に沿って運動する。前記エンドキャップ７０をシリンダボディ１０の外端に設けて、前記
シリンダボディ１０の内壁と固定連結することで、第１のピストン３０及び第２のピスト
ン４０の運動ストロークを制限することができる。前記グランド８０を前記エンドキャッ
プ７０の内側に位置させ、かつ、前記グランド８０と前記シリンダボディ１０の内壁を当
接させ、かつ、前記グランド８０とシリンダボディ１０の内壁の間にシール装置９０ｆを
設ける。前記第１のスプリング５０を第１のピストン３０とグランド８０の間に設け、前
記第２のスプリング６０を第２の穴３４の底部と第２のピストン４０の底部の間に設ける
。理解できることとして、上記の油圧アンチロックブレーキホイールシリンダにはグラン
ド８０がなく、前記第１の穴がシールされるようにエンドキャップ７０をシリンダボディ
１０に固定連結してもよい。
【００２８】
　図３乃至図５の図示と関連付けると、前記シリンダボディ１０には第１の穴１１が設け
られ、かつ、前記シリンダボディ１０に第１のオイルチャンバーポート１２と、第２のオ
イルチャンバーポート１３と、オイルドレンポート１４とが設けられる。本実施例では、
当該シリンダボディ１０に２つの第１の穴１１を設け、かつ、これらの２つの第１の穴１
１を対称に設ける。無論、油圧アンチロックブレーキホイールシリンダのシリンダボディ
には、１つの第１の穴を設けてもよく、３つ以上の第１の穴を設けてもよい。これに対応
して、前記第１のピストン３０、第２のピストン４０、第１のスプリング５０、第２のス
プリング６０、エンドキャップ７０の数は、前記シリンダボディ１０に設ける第１の穴１
１、前記第１のピストン３０に設ける第２の穴の数と等しくする。前記第１の穴１１の数
が複数である場合には、前記第１のオイルチャンバーポート１２も複数であり、各々の第
１のオイルチャンバーポート１２が前記第１のオイルチャンバーに対応して連通するか、
又は前記第１のオイルチャンバーポート１２の前記第１のオイルチャンバーの側の一端が
複数の分岐に分かれ、かつ、各々の分岐が前記第１のオイルチャンバーに対応して連通す
るようにし、前記第１の穴１１の数が複数である場合には、前記第２のオイルチャンバー
ポート１３も複数であり、各々の第２のオイルチャンバーポート１３が前記第２のオイル
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チャンバーに対応して連通するか、又は前記第２のオイルチャンバーポート１３の前記第
２のオイルチャンバーに連通する一端が複数の分岐に分かれ、かつ、各々の分岐が前記芯
管、前記第２のオイルチャンバーに対応して連通するようにし、前記第１の穴の数が複数
である場合には、前記オイルドレンポート１４も複数であり、各々の前記オイルドレンポ
ート１４がオイルリターン管路に対応して連通するか、又はオイルドレンポート１４の前
記第１のオイルチャンバーに連通する一端が複数の分岐に分かれ、かつ、各々の分岐が第
１のオイルチャンバーに対応して連通するようにする。
【００２９】
　前記シリンダボディ１０における第１の穴１１は、複数の配列形態があってもよく、同
方向配列でもよいし、逆方向配列でもよいし、対向配列でもよいし、二列配列でもよいし
、単列配列でもよいし、多方向配列でもよい。
【００３０】
　図６乃至図７の図示と関連付けて、本発明による第１のピストン３０の実施例１におけ
る構造を示す。本実施例では、前記第１のピストン３０が、前記シリンダボディ１０の第
１の穴１１の中に設けられ、別体設置される第１のピストン本体３１ａ及び第１のピスト
ンロッド３２ａを含み、前記第１のピストン本体３１ａに、向かい合って設けられる２つ
の側面があって、ただし、第１の穴１１の底部に当接する側面が第１の側面、他の側面を
第２の側面とされる。第１の側面上に第１の側面を貫通する第１のスルーホール３１１を
設ける。当該第１の穴１１の頂部と第１のピストン本体３１ａの第１の側面の間で形成さ
れるスペースを第１のオイルチャンバー３３とする。第１の穴１１の内径の大きさが前記
第１のピストン本体３１ａの外径の大きさとほぼ等しい。シリンダボディ１０の第１のオ
イルチャンバーポート１１の一端が前記第１のオイルチャンバーに連通して、他端がフッ
トブレーキ弁（不図示）に連結される。第１のピストン本体３１ａの外側壁上に、シール
装置９０ａを収容するためのシール溝３１２ａを設ける（図２に示す通り）。当該シール
装置９０ａは、第１のピストン本体３１ａを第１の穴１１の中でスライドさせるとき、第
１のオイルチャンバー３３内の油圧作動油が漏れないようにする。第１のスルーホール３
１１ａ内にも、油圧作動油が漏れることを防ぐシール装置９０ｇを設ける。また、第１の
ピストン本体３１ａと第１のピストンロッド３２ａが連結される位置にもシール装置９０
ｅを設けることで、第２のオイルチャンバー内の油圧作動油が漏れないようにする。前記
第１のピストンロッド３２ａには、第１のスリーブ３２１ａと、第１のスリーブ３２１ａ
の縁が延びた固定部３２２ａとが含まれる。前記固定部３２２ａをボルトで前記第１のピ
ストン本体３１ａの第２の側面に固定連結する。第１のピストン３０に、第２のピストン
４０を収容するための第２の穴３４を設け、かつ、当該第２の穴３４が、第１のピストン
本体３１ａ上の収容スペースと第１のピストンロッド３２ａの第１のスリーブ３２１ａと
でなるようにする。図５に示すように、オイルタンク中の油圧作動油を第１のオイルチャ
ンバーポート１２から第１のオイルチャンバー３３内に送り込むことができ、かつ、フッ
トブレーキ弁の制御によって、第１のオイルチャンバー３３内に送り込む油圧作動油量の
制御を実現することができる。
【００３１】
　図８及び図９に示すように、第１のピストンの実施例２における構造を示す。本実施例
では、当該第１のピストン３０に、別体設置される第１のピストングランド３１ｂ及び第
１のピストンロッド３２ｂと、第１のピストングランド３１ｂに固定連結されるシールボ
ルト３３ｂが含まれる。そのうち、第１のピストングランド３１ｂに第１のカバープレー
ト３１１ｂが含まれ、当該第１のカバープレート３１１ｂの一面から第１のカバープレー
ト３１１ｂに垂直に第１の環状壁３１２ｂが外に延びて形成される。前記第１の環状壁３
１２ｂの外壁にストッパ部３１３ｂを設ける。前記第１のカバープレート３１１ｂの中心
にさらに、前記第１のカバープレート３１１ｂを貫通する第１のスルーホール３１４ｂを
設ける。シールボルト３３ｂの中心に貫通孔を設け、かつ、当該シールボルト３３ｂの外
壁が第１のスルーホール３１４ｂの内壁とねじ連結し、かつ、当該シールボルト３３ｂの
内壁の円周上に、シール装置を収容するためのシール溝３３１ｂを設ける。前記第１のピ
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ストンロッド３２ｂに、第１のスリーブ３２１ｂ及び第１のスリーブ３２１ｂの一端から
延びて形成される固定部３２２ｂが含まれ、かつ、固定部３２２ｂの内径が前記第１のス
リーブ３２１ｂの内径よりも大きく、固定部３２２ｂの内径が前記第１の環状壁３１２ｂ
の内径よりもやや大きいようにする。前記固定部３２２ｂを前記第１の環状壁３１２ｂ上
に被せて前記第１の環状壁３１２ｂに固定連結する。具体的に、第１の環状壁３１２ｂに
雄ねじ構造を設け、前記固定部３２２ｂに雌ねじ構造を設けることで、第１の環状壁３１
２ｂと前記固定部３２２ｂでシールねじ込み連結を形成するようにする。また、前記固定
部３２２ｂの先端を前記第１の環状壁３１２ｂのストッパ部３１３ｂに当接することで、
前記固定部３２２ｂの先端、第１の環状壁３１２ｂの外壁及びカバープレート３１１ｂで
囲んでシール溝３１５ｂを形成するようにする。当該シール溝３１５ｂは、シール装置９
０ａを収容するために用いられる（図２に示す通り）。前記第１のカバープレート３１１
ｂ、第１の環状壁３１２ｂの内壁、固定部３２２ｂの内壁及び第１のスリーブ３２１ｂの
内壁で囲んで、第２のピストン４０を収容するための第２の穴を形成する。
【００３２】
　さらに、第１のピストングランド３１ｂと第１のピストンロッド３２ｂの間のねじ込み
連結をしやすくするため、第１のピストングランド３１ｂ上及び第１のピストンロッド３
２ｂ上にそれぞれ組立補助構造３１５ｂ、３２３ｂを設ける。組み立てる際には、補助手
段（例えば、締め付け装置）を第１のピストングランド３１ｂ及び第１のピストンロッド
３２ｂの組立補助構造に位置決めしてから締め付けることで、第１のピストングランド３
１ｂ及び第１のピストンロッド３２ｂを固定する。
【００３３】
　図１０及び図２及び図４の図示と関連付けて、本発明による第２のピストンの実施例１
における構造を示す。本実施例では、前記第２のピストン４０を前記第１のピストン３０
ａの第２の穴３４の中に設ける。当該第２のピストン４０には、一体設置される第２のピ
ストン本体４１ａ及び第２のピストンロッド４２ａを設け、かつ、当該第２のピストン本
体４１ａを第１のピストン本体３１ａの収容スペース内に収容し、第２のピストンロッド
４２ａを前記第１のピストンロッド３２ａのスリーブ３２１ａ内に収容する。第２のピス
トン４０の第２のピストン本体４１ａの頂部と第２の穴３４ａの頂部で形成されるスペー
スを第２のオイルチャンバー４３ａとする。前記第２のピストン本体４１上に、芯管が通
る第２のスルーホール４１１ａと、第２のオイルチャンバーのオイルインレット通路４１
２ａとを設け、かつ、前記第２のスルーホール４１１ａと第２のオイルチャンバーのオイ
ルインレット通路４１２ａを連通させて、前記第２のオイルチャンバーのオイルインレッ
ト通路４１２ａと前記第２のオイルチャンバー４３ａを連通させる。かつ、第２のピスト
ンロッド４２ａ内に、前記ブレーキシュー３００に連結される連接装置４４ａを設ける。
また、第２のピストン本体４１ａの外側壁上に、シール装置９０ｃを収容するためのシー
ル溝４１３ａを設け（図２に示す通り）、第２のピストンロッド４２ａの外側壁上にも、
シール装置９０ｄを収容するためのシール溝４２１ａを設ける。当該シール装置９０ｃは
、第２のピストン４０を第１のピストン３０の第２の穴３４の中でスライドさせるとき、
第１のオイルチャンバー３３内の油圧作動油が漏れないようにする。シール装置９０ｄは
、第２のピストン４０を第１のピストン３０の第２の穴３４の中でスライドさせるとき、
第２のオイルチャンバー４３内の油圧作動油が漏れないようにする。前記第２のスルーホ
ール４１１ａの円周上にも、シール装置９０ｈを収容するためのシール溝を設ける。
【００３４】
　前記芯管２０を前記シリンダボディ１０内に設け、かつ、前記芯管２０の一端が第２の
オイルチャンバーのオイルインレット１３、第１のピストン３０の第１のスルーホール３
１１ａ及び第２のピストン４０の第２のオイルチャンバーのオイルインレット通路４１２
ａの１本又は複数本を貫通して第２のオイルチャンバー４３に連通し、他端が第２のオイ
ルチャンバーポート１３を貫通してハンドブレーキ弁（不図示）に連結する。ハンドブレ
ーキ弁の制御によって油圧作動油を芯管に送り込み、その上で芯管２０から第２のオイル
チャンバー４３に送り込むことを実現することができる。第２のオイルチャンバー４３を
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複数設ける場合には、芯管２０のシリンダボディ１０に貫入する一端を複数本に分けて、
対応的に油圧作動油を第２のオイルチャンバー４３内に送り込む。
【００３５】
　さらに、前記第１のオイルチャンバー内又は前記第１のオイルチャンバーに連通する管
路に圧力制限弁又は油圧電磁弁を設けてもよい。前記第１のオイルチャンバーの圧力が設
定値に達したとき、圧力制限弁又は油圧電磁弁から第１のオイルチャンバー内の油圧作動
油を放出して、放出された油圧作動油が前記オイルドレンポート又はオイルリターン管路
を介してオイルタンクに入り込み、第１のオイルチャンバー内の油圧作動油の圧力が低下
すると、圧力制限弁又は油圧電磁弁が第１のオイルチャンバーを密閉して、第１のオイル
チャンバー内の油圧作動油の圧力をまた操作に応じて上昇させることができ、このような
循環往復によってアンチロックをするという目的を果たすこともできる。
【００３６】
　図１１及び図１２に示すように、本発明による第２のピストンの実施例２における構造
を示す。本実施例では、当該第２のピストン４０に、別体設置される第２のピストングラ
ンド４１ｂ及び第２のピストン本体４２ｂが含まれる。前記第２のピストングランド４１
ｂに第２のカバープレート４１１ｂが含まれ、前記第２のカバープレート４１１ｂの一面
から第２のカバープレート４１１ｂに垂直にボス４１２ｂが外に延びて形成されるように
する。前記第２のカバープレート４１１ｂの中心にさらに、前記第２のカバープレート４
１１ｂ及びボス４１２ｂを貫通する第２のスルーホール４１３ｂを設ける。前記第２のス
ルーホール４１３ｂの内壁円周上にも、シール装置９０ｈを収容するためのシール溝が設
けられる。前記第２のピストン本体４２ｂに第３のカバープレート４２１ｂが含まれ、前
記第３のカバープレート４２１ｂは向かい合う２つの面を有し、第３のカバープレート４
２１ｂの一面において第３のカバープレート４２１ｂに垂直に第２のピストンロッド４２
２ｂが外に延びて形成され、第３のカバープレート４２１ｂの他面において第３のカバー
プレート４２１ｂに垂直に第２の環状壁４２３ｂが外に延びて形成されるようにする。前
記第２の環状壁４２３ｂをボス４１２ｂに被せ、かつ、第２の環状壁４２３ｂとボス４１
２ｂを固定連結する。具体的に、第２の環状壁４２３ｂに雌ねじ構造を設け、前記ボス４
１２ｂに雄ねじ構造を設けることで、第２の環状壁４２３ｂと前記ボス４１２ｂでシール
ねじ込み連結を形成するようにする。また、前記第２のカバープレート４１１ｂ、第２の
環状壁４２３ｂの外壁及び第３のカバープレート４２１ｂで囲んで、シール装置９０ｃを
収容するためのシール溝４１４ｂを形成するようにする。前記第３のカバープレート４２
１ｂの中心に第２のオイルチャンバーのオイルインレット通路４２４ｂを設け、かつ、当
該第２のオイルチャンバーのオイルインレット通路４２４ｂと前記第２のスルーホール４
１３ｂを連通させる。第２のピストン４０の第３のカバープレート４２１ｂの、第２のピ
ストンロッド４２２ｂが設けられる一面と第２の穴の頂部とで形成されるスペースを第２
のオイルチャンバーとする。
【００３７】
　さらに、第２のピストングランド４１ｂと第２のピストン本体４２ｂの間のねじ込み連
結をしやすくするため、第２のピストングランド４１ｂ上及び第２のピストン本体４２ｂ
にそれぞれ組立補助構造４１４ｂ、４２６ｂを設ける。組み立てる際には、補助手段（例
えば、締め付け装置）を第２のピストングランド４１ｂ及び第２のピストン本体４２ｂの
組立補助構造に位置決めしてから締め付けることで、第２のピストングランド４１ｂ及び
第２のピストン本体４２ｂを固定する。
【００３８】
　理解できることとして、上記の実施例における第１のピストン３０及び第２のピストン
４０のうち、実施例１における第２のピストン４０は、実施例１における第１のピストン
３０の第２の穴に収容してよく、また、実施例１における第２のピストン４０は、実施例
２における第１のピストン３０の第２の穴に収容してもよく、実施例２における第２のピ
ストン４０は、実施例１における第１のピストン３０の第２の穴に収容してよく、実施例
２における第２のピストン４０は、実施例２における第１のピストン３０の第２の穴に収
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容してよい。
【００３９】
　図１３乃至図５の図示と関連付けると、オイルドレンポート１４が第１の穴１１内に延
びて、前記第１の穴１１と連通する位置にオイルドレン孔が形成される。また、前記オイ
ルドレンポート１４のオイルドレン孔は、通常の場合、第１の穴１１の中に位置する第１
のピストン３０で前記第１のオイルチャンバーと前記オイルドレンポート１４の間の通路
、即ち前記オイルドレン孔を塞ぐように第１の穴１１の適切な位置に位置させてよい。第
１のオイルチャンバーポート１２から第１のオイルチャンバー３３に入り込む油圧作動油
の圧力が増大し続けるときには、当該油圧作動油の圧力で第１のピストン３０がＸ軸の正
方向に沿って所定位置まで移動するよう押して、前記オイルドレン孔を露出させることで
、前記オイルドレンポート１４と第１のオイルチャンバー３３が連通して、第１のオイル
チャンバー３３内の油圧作動油がオイルドレンポート１４を介してオイルタンクに戻るこ
とができるようになる。
【００４０】
　実施例１における第１のピストン３０、実施例１における第２のピストンを例とし、か
つ、シール装置をシールリングとする。上記の油圧アンチロックブレーキホイールシリン
ダを取り付ける際には、まず、第１のピストン３０の第１のピストン本体３１ａにシール
リング９０ａを被せて、該第１のピストン本体３１ａをシリンダボディ１０の第１の穴１
１の中に収容し、第２のピストン４０の第２のピストン本体４１ａにシールリング９０ｃ
を被せてから該第２のピストン本体４１ａを第１のピストン本体３１ａの第２の穴３４の
中に収容し、また、前記第２のピストン本体４１ａと第１のピストン３０の第２の穴３４
の底部の間に第２のスプリング６０を設けて、第２のピストンロッド４２ａにシールリン
グ９０ｄを被せる。その後で、また第１のピストン３０の第１のピストンロッド３２ａを
前記第２のピストン４０の第２のピストンロッド４２ａ上に重ね合わせ、また、第１のピ
ストン３０の第１のピストンロッド３２の固定部３２２をボルトで前記第１のピストン本
体３１の第２の側面に固定連結する。さらに、グランド８０を前記第１のピストンロッド
３２に押さえつけ、かつ、前記グランド８０と第１のピストンロッド３２の固定部３２２
の間に第１のスプリング５０を設ける。その後で、また、第１の穴１１がシールされるよ
うにエンドキャップ７０をシリンダボディ１０の外端に取り付ける。最後に、さらに、芯
管２０にシールリング９０ｇを被せて、それを第２のオイルチャンバーのオイルインレッ
ト１３、第１のピストン３０の第１のスルーホール３１１ａ及び第２のピストン４０の第
２のオイルチャンバーのオイルインレット通路４１２ａの１本又は複数本を通って第２の
オイルチャンバー４３に連通させることで、シリンダボディ１０内に取り付ける。
【００４１】
　実施例２における第１のピストン３０、実施例２における第２のピストンを例とし、か
つ、シール装置をシールリングとする。上記の油圧アンチロックブレーキホイールシリン
ダを取り付ける際には、まず、第１のピストン３０の第１のピストングランド３１ｂをシ
リンダボディ１０の第１の穴１１の中に収容し、その後で、シールボルト３３ｂを第１の
ピストングランド３１ｂ上に固定して、前記シールリング９０ｇを前記シールボルト３３
ｂのシール溝３３１ｂ内に設ける。その後で、第２のピストン４０の第２のピストングラ
ンド４１を前記第１のピストン３０の第１の環状壁３１２ｂの中に収容して、ただし、前
記第２のカバープレート４１１ｂと第１のピストン３０の第２の穴１１の底部の間に第２
のスプリング６０が設けられる。さらに、第２のピストン４０の第２のピストンロッド４
２ｂの第２の環状壁４２３ｂはシールリング９０ｃが被せられてから、第２のピストング
ランド４１と固定連結し、その後で、また第１のピストン３０の第１のピストンロッド３
２ｂの固定部３２２ｂにシールリング９０ａを被せてから、それを第１の環状壁３１２ｂ
上に嵌めて、第１のピストングランド４１に固定連結する。その後で、またグランド８０
を前記第１のピストンロッド３２に押さえつけ、かつ、前記グランド８０と第１のピスト
ンロッド３２の固定部３２２の間に第１のスプリング５０が設けられる。その後で、また
、第１の穴１１がシールされるようにエンドキャップ７０をシリンダボディ１０の外端に
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取り付ける。最後に、さらに、芯管２０を第２のオイルチャンバーのオイルインレット１
３、第１のピストン３０の第１のスルーホール３１１ａ及び第２のピストン４０の第２の
オイルチャンバーのオイルインレット通路４１２ａの１本又は複数本を通って第２のオイ
ルチャンバー４３に連通させることで、シリンダボディ１０内に取り付ける。
【００４２】
　さらに、上記の第１のスプリング５０及び／又は第２のスプリング６０は皿ばねである
ことが好ましいが、無論、同等の作用を有する他の弾性部材であってもよく、ここでは限
定しない。
【００４３】
　理解できることとして、上記のシール装置は、シール作用を果たすことのできる一切の
物体又は部材であり、ここでは限定しない。本実施例において、このシール装置はシール
リングであることが好ましい。
【００４４】
　さらに、本発明は、ブレーキシステムも提供するが、当該ブレーキシステムは、駆動ア
クスル、ドリブンアクスルのブレーキシステムに幅広く応用可能で、ドラムブレーキアク
スルやディスクブレーキアクスルにも幅広く応用することができ、運転ブレーキ、パーキ
ングブレーキを実現できてアンチロックも実現でき、運転がより安全に、配置がより簡単
に、操作がより便利になって、例えば、巻上機のような他の装置のブレーキシステムにも
適用される。
【００４５】
　本発明では、ブレーキシステムの実施例１における構造を示す。当該ブレーキシステム
は、ドラムブレーキアクスルのブレーキシステムであり、オイルタンクと、オイルポンプ
と、フット制御弁と、ハンド制御弁と、管路と、ブレーキシューと、ブレーキドラムと、
油圧アンチロックブレーキホイールシリンダなどを含むことができる。そのうち、前記オ
イルタンクには油圧作動油があり、オイルタンクからオイルポンプ、管路を介して油圧ア
ンチロックブレーキホイールシリンダに流れ込む。油圧アンチロックブレーキホイールシ
リンダのブレーキ作用によって、ブレーキシューとブレーキドラムによるブレーキ又はブ
レーキ解除を実現できることで、ブレーキをするという目的が果たせ、アンチロックをす
るという目的も果たせる。図１４ａ及び図１４ｂに示すように、図１４ａに示す油圧アン
チロックブレーキホイールシリンダ１００は、シリンダ内に、向かい合って設けられる２
つの第１の穴が設けられるものであり、図１４ｂに示す油圧アンチロックブレーキホイー
ルシリンダ１００は、シリンダ内に１つの第１の穴が設けられ、かつ、２つの油圧アンチ
ロックブレーキホイールシリンダ１００が設けられるものである。ブレーキシュー３００
がブレーキドラム２００の内側に位置し、かつ、油圧アンチロックブレーキホイールシリ
ンダ１００に押されてブレーキシュー３００がブレーキドラム２００と当接又は分離する
ことで、ブレーキ又はブレーキ解除を実現する。
【００４６】
　上記の構造を採用する油圧アンチロックブレーキホイールシリンダのブレーキシステム
では、油圧作動油がオイルタンクからオイルポンプ、管路、シリンダボディの第１のオイ
ルチャンバーポートと第２のオイルチャンバーポートを経由して、取り付けて調整された
油圧アンチロックブレーキホイールシリンダに入り込むときに、
【００４７】
　（１）ハンドブレーキ弁とフットブレーキ弁がいずれも閉じている場合、第１のピスト
ン３０が第１のスプリング５０の圧力でシリンダボディ１０の第１の穴１１の底部に近づ
いて、第２のピストン４０が第２のスプリング６０の圧力で外に出、ブレーキシュー３０
０とブレーキドラム２００が密結合状態になって、車両がブレーキされる。
【００４８】
　（２）図２に示すように、図２中のシリンダボディ１０の右半分構造における運動過程
を例とする。ハンドブレーキ弁の制御下で、油圧作動油が第２のオイルチャンバーポート
１３を経由してシリンダボディ１０内に入り込み、シリンダボディ１０内の芯管を介して
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第２のオイルチャンバー４３内に入り込む。第２のオイルチャンバー４３中の油圧作動油
の圧力が増大するに伴って、第２のピストン４０が第２のスプリング６０をＸ軸の負方向
に沿って圧迫してブレーキシュー３００とブレーキドラム２００が分離するよう動かすこ
とで、車両のパーキングブレーキが解除され、車両が走行できるようになる。
【００４９】
　（３）図７に示すように、図７中のシリンダボディ１０の左半分構造における運動過程
を例とする。車両の走行中、フットブレーキ弁の制御下で、油圧作動油が第１のオイルチ
ャンバーポート１２を経由して第１のオイルチャンバー３３に入り込み、このとき、第１
のオイルチャンバー３３中の油圧作動油によって第１のピストン３０が圧迫されることで
、第１のピストン３０が第１のスプリング５０の圧力を圧迫して外に出て、ブレーキシュ
ー３００がブレーキドラム２００を押しつけることで、ブレーキをするという目的を果た
す。第１のオイルチャンバー３３内の油圧作動油の圧力が大きいほど第１のピストン３０
が圧迫されて多く外に出るようになり、ブレーキ力も大きくなる。
【００５０】
　（４）フットブレーキ弁を制御して第１のオイルチャンバー３３内の圧力を減らす場合
、第１のスプリング５０の弾力がレリーズされ、その上で、第１のピストン３０が戻るよ
う動かされて、ブレーキシュー３００がブレーキドラム２００から離れるよう動かされる
ことで、ブレーキ解除という目的が果たされる。
【００５１】
　（５）図１３に示すように、フットブレーキ弁を制御して第１のオイルチャンバー３３
内の圧力を増大させ続ける場合、第１のピストン３０が第１のスプリング５０を圧迫し続
けて外に出て、第１のピストン３０が設定位置すなわち最大ブレーキ力まで運動するとき
に、第１のオイルチャンバー３３とオイルドレンポート１４が連通して、高圧の作動油が
オイルドレンポート１４を経由してオイルタンクに還流することで、第１のオイルチャン
バー３３内の圧力が低下する。第１のオイルチャンバー３３内の圧力が第１のスプリング
６０の弾力より小さい場合、第１のピストン３０が第１のスプリング６０により圧縮され
戻り、ブレーキシュー３００とブレーキドラム２００を分離させ、第１のピストン３０が
戻ってオイルドレンポート１４が締め切られ、第１のオイルチャンバー３３内の圧力がま
た増大し始め、また第１のピストン３０が外に出るよう動かされる。このような循環往復
によって、ブレーキとブレーキ解除が常に繰り返されることを実現しており、ブレーキを
するという目的を果たし、アンチロックをするという目的も果たしている。
【００５２】
　本発明では、さらに、ブレーキシステムの実施例２における構造も示す。当該ブレーキ
システムは、本発明によるブレーキホイールシリンダを応用したディスクブレーキアクス
ルのブレーキシステムである。当該ブレーキシステムには、オイルタンクと、オイルポン
プと、フット制御弁と、ハンド制御弁と、管路と、油圧アンチロックブレーキホイールシ
リンダの固定台と、油圧アンチロックブレーキホイールシリンダと、ブレーキパッドと、
ブレーキライニングなどが含められる。図１５ａ及び図１５ｂに示すように、前記油圧ア
ンチロックブレーキホイールシリンダの固定台４００は、向かい合って設けられる２つの
側壁４０１を備え、かつ、該２つの側壁の間に収容キャビティ４０２が形成され、当該収
容キャビティ４０２にブレーキディスク６００が収容される。このブレーキディスク６０
０は、アクスルによって回転するよう動かされる。前記固定台４００の２つの側壁には１
つ以上の油圧アンチロックブレーキホイールシリンダを収容可能で、かつ、当該油圧アン
チロックブレーキホイールシリンダは、前記油圧アンチロックブレーキホイールシリンダ
の固定台４００の側壁４０１上を貫通して固定される。油圧アンチロックブレーキホイー
ルシリンダの第２のピストン５０１とブレーキディスク６００は向かい合って設けられ、
かつ、第２のピストン５０１にさらにブレーキパッド６０２が連結され、ブレーキパッド
６０２にはブレーキライニング６０３が固定連結される。このブレーキパッド６０２とブ
レーキライニング６０３はブレーキブロックを形成する。前記油圧アンチロックブレーキ
ホイールシリンダの固定台４００の内側壁にはさらに、ブレーキパッド６０２とブレーキ
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ライニング６０３とのガイドブロック４０３が設けられる。自動車の走行中、ブレーキブ
ロックが油圧アンチロックブレーキホイールシリンダに押されてブレーキディスク６００
を締め付けたり緩めたりすることで、自動車のブレーキ又はブレーキ解除を実現すること
ができる。理解できることとして、この場合、当該油圧アンチロックブレーキホイールシ
リンダの構造は、前述の油圧アンチロックブレーキホイールシリンダの構造を参照するこ
とができ、当該油圧アンチロックブレーキホイールシリンダにエンドキャップがなく、固
定台４００の側壁４０１により代えられている点でのみ相違する。具体的に、固定台４０
０の側壁４０１上には、側壁４０１を貫通する、段付き孔である収容孔が設けられる。側
壁４０１の内側近くの段付き孔の孔径は小さくて第１のピストンロッドの外径に概ね等し
く、側壁４０１の外側近くの段付き孔の孔径は大きくて前記シリンダボディの外径に概ね
等しいため、小さな孔径と大きな孔径の間に段付き部が形成される。油圧アンチロックブ
レーキホイールシリンダを取り付ける際には、まず、第２のピストン５０１、第２のスプ
リング５０２を第１のピストン５０３の第２の穴の中に収容して、その後で、第１のピス
トン５０３、第２のピストン５０１が収容孔を通るようにし、かつ、第１のピストンロッ
ドと段付き部の間に第１のスプリング５０４を設けて、第２のピストン５０１の一端をブ
レーキパッド６０２、ブレーキライニング６０３に順に連結する。最後に、さらに、シリ
ンダボディ５０５を第１のピストン５０３上に被せ、かつ、シリンダボディ５０５の第１
の穴の外端が収容孔内に入れて、収容孔の内壁でシリンダボディ５０５の内壁と固定連結
する。好ましくは、ねじ込み連結とする。シリンダボディの第１の穴の外端が前記段付き
孔と当接し、かつ、段付き孔の内壁とシリンダボディの外壁が固定連結されることで、当
該油圧アンチロックブレーキホイールシリンダでは、エンドキャップで前記シリンダボデ
ィをシールする必要がなくなり、側壁４０１でシリンダボディがシールされるようになる
。
【００５３】
　さらに、本発明では、ブレーキシステムの実施例３における構造も示す。当該ブレーキ
システムは、本発明によるブレーキホイールシリンダを応用したディスクブレーキアクス
ルのブレーキシステムである。当該ブレーキシステムには、オイルタンクと、オイルポン
プと、フット制御弁と、ハンド制御弁と、管路と、油圧アンチロックブレーキホイールシ
リンダの固定台と、油圧アンチロックブレーキホイールシリンダと、ブレーキパッドと、
ブレーキライニングなどが含められる。図１６に示すように、前記固定台７００は、向か
い合って設けられる２つの側壁７０１を備え、かつ、２つの側壁７０１の間に収容キャビ
ティ７０２が形成され、当該収容キャビティ７０２にブレーキディスク８００が収容され
る。前記固定台７００の２つの側壁７０１に、ブレーキパッド８０１とブレーキライニン
グ８０２からなるブレーキブロックのガイドブロック７０３を設けて、前記固定台７００
の２つの側壁７０１に、内側から外側に延びる１つ以上の第１の穴を設けてもよく、前記
側壁７０１の外側に第１のオイルチャンバーポートと、第２のオイルチャンバーポートと
、オイルドレンポートとを設けてもよい。
【００５４】
　前記油圧アンチロックブレーキホイールシリンダは、芯管９０１と、第１のピストン９
０２と、第２のピストン９０３と、第１のスプリング９０４と、第２のスプリング９０５
と、エンドキャップ９０６を含む。そのうち、前記エンドキャップ９０６と前記第１の穴
の開口端を固定連結する。前記第１のピストン９０２を前記第１の穴の中に設け、かつ、
前記第１のピストン９０３と前記エンドキャップ９０６の間に前記第１のスプリング９０
４を設けて、前記第１のピストン９０２の底部と前記第１の穴の底部の間に第１のオイル
チャンバーを形成して、前記第１のオイルチャンバーポートの一端を前記第１のオイルチ
ャンバーに連通させて、他端をフットブレーキ弁に連結し、第１のオイルチャンバーポー
トから第１のオイルチャンバーに流れ込む油量を前記フットブレーキ弁によって制御する
。前記第１のピストン９０２に第２の穴を設けて、前記第２のピストン９０３を前記第２
の穴の中に位置させ、かつ、前記第２のピストン９０３と前記第２の穴の頂部の間に第２
のオイルチャンバーを形成し、前記第２のピストン９０３の底部と前記第２の穴の底部の
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間にさらに前記第２のスプリング９０５を設ける。前記芯管９０１の一端をハンドブレー
キ弁に連結して、他端が前記第２のオイルチャンバーポートを通って第２のオイルチャン
バーに連通するようにし、芯管から第２のオイルチャンバーに流れ込む油量を前記ハンド
ブレーキ弁によって制御する。前記第１のオイルチャンバーの圧力が増大して前記第１の
ピストンを外へ設定位置まで運動するよう押すとき、前記オイルドレンポートと前記第１
のオイルチャンバーが連通するようにする。
【００５５】
　さらに、油圧アンチロックブレーキホイールシリンダを取り付けやすくするため、前記
固定台７００の２つの側壁を別体設置し、かつ、側壁の底部を固定連結することで２つの
側壁の間に収容キャビティを形成する。まず、前記油圧アンチロックブレーキホイールシ
リンダを側壁上に取り付けてから、側壁を固定連結する。
【００５６】
　本発明によるブレーキホイールシリンダを応用すると、ディスクブレーキアクスルの運
転ブレーキとパーキングブレーキが実現されることで、ブレーキをするという目的を果た
し、アンチロックをするという目的も果たすことができる。
【００５７】
　上記の構造の油圧アンチロックブレーキホイールシリンダを用いると、油圧作動油がオ
イルタンクからオイルポンプ、管路、シリンダボディの第１のオイルチャンバーポートと
第２のオイルチャンバーポートを経由して、取り付けて調整された油圧アンチロック運転
ブレーキホイールシリンダに入り込むときに、
【００５８】
　（１）ハンドブレーキ弁とフットブレーキ弁がいずれも閉じている場合、第１のピスト
ン３０が第１のスプリング５０の圧力でシリンダボディ１０の第１の穴１１の底部に近づ
いて、第２のピストン４０が第２のスプリング６０の圧力で外に出、ブレーキブロックと
ブレーキディスクが密結合状態になって、車両がブレーキされる。
【００５９】
　（２）図２に示すように、図２中のシリンダボディ１０の右半分構造における運動過程
を例とする。ハンドブレーキ弁の制御下で、油圧作動油が第２のオイルチャンバーポート
１３を経由してシリンダボディ１０内に入り込み、シリンダボディ１０内の芯管を介して
第２のオイルチャンバー４３内に入り込む。第２のオイルチャンバー４３中の油圧作動油
の圧力が増大するに伴って、第２のピストン４０が第２のスプリング６０を圧迫してＸ軸
の負方向に沿って移動してブレーキブロックとブレーキディスクが分離するよう動かすこ
とで、車両のパーキングブレーキが解除され、車両が走行できるようになる。
【００６０】
　（３）図７に示すように、図７中のシリンダボディ１０の左半分構造における運動過程
を例とする。車両の走行中、フットブレーキ弁の制御下で、油圧作動油が第１のオイルチ
ャンバーポート１２を経由して第１のオイルチャンバー３３に入り込み、このとき、第１
のオイルチャンバー３３中の油圧作動油によって第１のピストン３０が圧迫されることで
、第１のピストン３０が第１のスプリング５０の圧力を圧迫して外に出て、ブレーキブロ
ックがブレーキディスクを押しつけることで、ブレーキをするという目的を果たす。第１
のオイルチャンバー３３内の油圧作動油の圧力が大きいほど第１のピストン３０が圧迫さ
れて多く外に出るようになり、ブレーキ力も大きくなる。
【００６１】
　（４）フットブレーキ弁を制御することで第１のオイルチャンバー３３内の圧力を減ら
す場合、第１のスプリング５０の弾力が回復し、その上で、第１のピストン３０が戻るよ
う動かされて、ブレーキブロックがブレーキディスクから離れるよう動かされることで、
ブレーキを緩め、解除するという目的が果たされる。
【００６２】
　（５）図１３に示すように、フットブレーキ弁を制御することで第１のオイルチャンバ
ー３３内の圧力を増大させ続ける場合、第１のピストン３０が第１のスプリング５０を圧
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迫し続けて外に出て、第１のピストンが設定位置すなわち最大ブレーキ力まで達するとき
に、第１のオイルチャンバー３３とオイルドレンポート１４が連通して、高圧作動油がオ
イルドレンポート１４を経由してオイルタンクに還流することで、第１のオイルチャンバ
ー３３内の圧力が低下する。第１のオイルチャンバー３３内の圧力が第１のスプリング６
０の弾力より小さい場合、第１のピストン３０が第１のスプリング６０により圧縮され戻
り、第１のピストン３０によってブレーキブロックとブレーキディスクが分離するよう動
かされて、第１のピストン３０が戻ってオイルドレンポート１４が締め切られ、第１のオ
イルチャンバー３３内の圧力がまた増大し始めると、また第１のピストン３０が外に出る
よう押される。このような循環往復によってブレーキとブレーキ解除が常に繰り返される
ことを実現しており、ブレーキをするという目的を果たし、アンチロックをするという目
的も果たしている。
【００６３】
　以上に述べたところは、本発明の望ましい実施例であるにすぎず、本発明を限定するた
めのものではないので、およそ本発明の趣旨と原則の中でなされる一切の修正、均等な置
換及び改良などは、すべて本発明の保護範囲内に含まれるべきものである。

【図１】

【図２】

【図３】
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